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はじめに

共同開発 早稲田大学 曽田研究室

□構造・工法開発 □認定・評定対応 □免震・制震設計
□動的耐震診断 □防災教材

主な業務

接着剤接合の特徴

❖接着剤接合の利点

安価で、施工が容易
営業しながらでも、専門知識のない人でも施工可能

面接合で応力集中が起こりにくい
接合部の疲労特性の向上

最小限の養生
火花の出るような工程が無い

母材を傷めず、意匠性に優れる
綺麗な仕上げ

❖施工手順

作業員：学生6人、箇所数：7
所要時間：3日
（実質作業時間：16h、養生時間：24h）

慣れれば 2人2日作業

工法説明

施工例

①ダンパの位置決定

②墨出し

③研磨

④洗浄後の様子

⑤塗布

⑥均一化

⑧補強完了

遠景

柱 梁

⑦仮固定

近景

適用範囲

対象部材 □-250×250×16 又は
フランジ厚13mm以上のH形鋼
F値 ≧ 235 N/mm2

接着剤 AT435（アルファ工業株式会社製）
ダンパ 最大減衰力 30kN 以下

取付け角度 30°～ 60°
ブラケット H形鋼用、角形鋼管用とも既定の寸法に限る

F値 ≧ 235 N/mm2

ダンパ

連結部（伸縮機能付き）

取付け金物

セーフティ機構

延長パイプ（クレビス付き）

クレビス
（伸縮機能付き）

接着剤接合の施工の流れ

梁

柱

ダンパ

ブラケット接着

ブラケット接着

ＢＢ工法概要図
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